
　　　　

令和7 年 3 月 21 日

10 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスかざみどり 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
「遊びから学ぶ」＝かざみどりではお子様の発達、特性に応じたプログラムに沿って支援を行い、遊びの中で「基本的生活習慣」「社会性」「言語」などを促し集団生活への適応を目指
す。

支援方針

・子どもたちの将来を見据えた支援を行い、社会適応を目指す。
・遊びの中で「できた」を増やし自信へと繋がる支援を行う。
・適切な支援の提供と支援の質の向上を目指し、風通しの良いチーム作りを目指す。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・クッキング等の活動を通して「自分で作った」「みんなで作った」という喜びや、様々な形態や味の食べ物を食べるという経験を積んでいき、食事の楽しさを知り、偏食の緩和への支援
をしています。また、衣服の着脱等の練習に関しては、個々にあった方法、環境を提供し「できた！」という達成感を感じながら身に付けていけるよう支援をおこなっていきます。

・楽しみながら体力をつける事ができるよう、公園遊びなどの戸外活動を中心に様々な活動を取り入れ支援しています。また、水遊びや雪遊びなど季節に応じた活動を多く取り入れダイナ
ミックに体を動かす事でストレスの発散へと繋げていけるような活動も取り入れています。感覚遊びでは感触遊び（スライム・小麦粉粘土など）の他にも制作素材（紙、のり、絵具など）
を使って感覚過敏の緩和の支援を行っています。

・１年を通して季節に合った行事を体験することにより、季節の流れや時間の流れを感じられるような支援をおこなっています。
・「着席」「少し嫌な事も頑張ってみる」「指示を聞いて行動する」等、課題に向く姿勢、力を身に付けられるよう支援しています。「頑張ると楽しい」「やって良かった」と感じるよう
関わり方や活動内容を工夫し支援をおこなっています。

「要求」「報告」「模倣」「観察する」等、自分も周囲の人も大切にするコミュニケーションを学べるよう支援しています。言葉だけではなく、ジェスチャーや書いて知らせる等、個々に
合った方法を考え、自己表現が他者に伝わるよろこびを知り、意思疎通を体験でき、自分なりの表現方法を身に付けていけるよう支援をおこなっていきます。

「順番交代」「ルールを守る」「指示に沿った行動をする」等、社会に適応する為に必要なスキルをゲーム活動などを通して支援をおこなっていきます。また、「感情に気付く」「感情に
名前をつける」「対処法を考える」等、気持ちのコントロールを一緒に練習していきます。ストレスの強い状態の時には子どもの気持ちを受け止めながら、現時点で出来る範囲の支援やス
トレス発散方法を考えるなどし支援をおこなっていきます。

主な行事等

・「お花見」「ハロウィン」など季節の行事　　・親子参加療育
・近隣の施設へのおでかけ学習や買い物学習
・食育のためのクッキング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

家族支援

・日々の療育内容を口頭と書面で毎回説明を行い、ご家庭での悩み事などを相談しやす
い関係性を構築しています。また、保護者会を実施し同じ悩みを持つ保護者同士の交流
の場を作ったり、親子参加の療育プログラムを実施しています。

移行支援

・幼稚園や学校への入園や進学を見据えた支援を行い、関係機関と相互訪問など
を行い情報共有しています。また、地域とのつながりや居場所を見つけながら日
常生活を送る事ができるよう地域の方と情報交換を行います。

地域支援・地域連携

・近隣施設や公園へ出向くことで地域の子どもたちと触れ合う場面を提供しています。
・地域のイベントへの参加を積極的に行います。 職員の質の向上

・職員会議・社外研修・職員研修


